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こざくら荘は、「こざくら荘を利用して幸せ」と思っていただける施設を目指

して、次のような基本姿勢で運営していきます。

① 利用者の方の尊厳を守り、高齢者への尊敬の念と優しさが伝わる介護サービス

 を提供します。

② 利用者の方の意向を尊重して、自分らしい生活が送れるように、個人のニーズ

 に対応したサービス内容の充実に努めます。

③ 家族の方々や各関係機関との密接な連携を図り、お互いに協力し合いながら

 サービスを提供します。

④ 地域と、住民である利用者の方のニーズを把握し、地域の高齢者福祉の増進に

 努めます。

⑤ 職員は専門職として、サービスの質や専門性の向上に努め、常に利用者の方の

 立場に立って行動するとともに、職員間の相互協力によって円滑な施設運営を

 図ります。

基  本  理  念



1．基本姿勢

（１）利用者の方の尊厳を守り、権利擁護に努める。

（２）介護者としての立場を自覚し、利用者の方の意向を尊重する。

（３）利用者の方が快適で豊かな生活が送れるように、家族の方々との密接な連携を図る。

（４）利用者の方一人一人にあった専門的な介護・介助を行う。

（５）専門職としての役割と使命を自覚し、絶えず自己研鑚に努める。

2．注意すべき行動

(1) 人権の尊重

・利用者の方に対して、偏見や先入観をもたずに接すること。

・認知症の程度・障害の程度・状態・能力・性別・年齢等で差別的な態度をとらないこと。

・利用者の方の前で認知症や障害の呼称・状態を表す用語を差別的に使わないこと。

・利用者の方を好き嫌いで判断して、態度に出さないこと。

・認知症や障害のために克服が困難なことを、利用者本人の責任とするような発言をしない

こと。

・利用者の方の行為を嘲笑したり、興味本位で接したりしないこと。

・「～ちゃん」づけで呼んだり子ども扱いする等せず、年齢にふさわしい呼び方と接し方を

すること。

・排泄、入浴、着替え等利用者の方の気持ちを尊重し、それぞれの対応に配慮すること。

・排泄や食事、入浴や水分補給等介護や介助をする前に、必ず利用者の方に声を掛けてから

始めること。

(2) 利用者の主体性と個性の尊重

・利用者の方の個人的な好みや嗜好を尊重すること。

・利用者の方が些細なことでも自己決定できる機会を多く持てるように工夫すること。

こ  ざ  く  ら  荘  職  員  行  動  基  準



・利用者の方の日常生活においては、本人の生活歴をよく知り、施設生活に活かせるよう努

めること。

・利用者の方の部屋の移動等は、本人やご家族の同意を得た上で行うこと。

(3) プライバシーの保障

・職務上知り得た利用者の方の個人情報を他に漏らさないこと、また、個人情報の記載され

た文書の取り扱いについては、必ずシュレッダー処分する等十分に注意すること。

・利用者の方のプライバシーに関する話を他の利用者の方の前でしないこと。

・利用者の方の居室に入室する時や、トイレ対応の際には必ずノックをして確認すること。

(4) 体罰等の禁止

・殴る、蹴る、つねる等の体罰や虐待行為の絶対禁止。

・利用者の方を見下した態度や無視、威圧的な態度、言葉遣いをしないこと。

・ナースコールや介護・介助要望対応の際に無視したり、一方的に会話を終了したり、乱暴

な口調にならないこと。

・業務の忙しさを理由に雑な対応や乱暴な対応をしないこと。

(5) その他

・利用者の方や職員同士の挨拶は笑顔で行い、気持ちよく勤務すること。

・常に利用者の方との会話を心掛け、勤務中の私語は慎むこと。

・携帯電話の取り扱いには十分注意するとともに、公私混同をしないこと。

・時間に余裕を持った行動をし、福祉施設に勤務する者として、ふさわしい身だしなみを心

掛けること。

・職員は介護や介助にあたり、絶えず自己点検、相互点検に努めること。

・自己の健康管理をしっかり行なうこと。



  こざくら荘は、高齢化の進展を背景に、幌延町の高齢者福祉の拠点として平成６

年の開設から今年で２１年目を迎えます。２４年度の介護報酬改定以降、稼働率を

上げる努力をしてきましたが、思うように成果を上げる事が出来ず、非常に厳しい

経営が続いています。さらに２７年度の報酬改定で、国は通所介護と訪問介護で、

介護度の低い要支援区分の利用者を介護サービスから外していく考えを見せてい

るため、デイサービスでの新たな取り組みを考えていきます。そして地域の方々に

信頼されるよう、基本理念であるところの「こざくら荘を利用して幸せ」と思って

いただける施設を実現するために、新たに職員の行動基準を策定し、特別養護老人

ホームをはじめとした各事業所のサービスを利用していただく皆様方に対して、個

人の尊厳を守り、個人の生き方を尊重した、質の高いサービスの提供を目指してい

きます。

（１）利用者の人権を尊重して、利用者の立場に立ったサービスを提供します。

（２）インターネットホームページの活用により家族の方や地域への情報発信を進
め、より信頼される施設を目指します。

（３）職員の資質の向上を図り、人材を育成します。

（短期入所生活介護事業含む）

  ２５年度、特養は入院する方が多く稼働率を伸ばすことができませんでした。ま

た、短期入所についても、特養の退荘に伴い、短期入所利用者の方の中から特養に

入荘する方が多く、前年度と比較して低い稼働率になっています。２６年度につい

ては１日平均の入院者を抑えて稼働率の向上を図るよう努めるとともに、消費税も

上がる事から、引続き経費の節減を行い、介護員の人員確保に努め、施設内研修を

実施してケアの質の向上を図り、利用者の方へのより良いサービスの充実に努めて

いきます。

Ⅰ．はじめに

Ⅱ．重点目標

Ⅲ．特別養護老人ホーム運営計画



（１）介護老人福祉施設

①概  要

    介護保険制度で「要介護1～5」の認定を受け、常時介護を必要とし、

  家庭において適切な介護を受けることが困難な方に対して、食事・入

  浴・排泄等の日常生活全般に関する介護サービスを提供する。

②定  員
４０名

③現  員
４０名 平成２６年３月３日現在

（町内 ・町外 ）

（２）短期入所生活介護
①概  要
    介護保険制度で「要支援1か2、要介護1～5」の認定を受けた方に対し
  て、家族の精神的身体的負担を軽減するために、短期間施設を利用して
  食事や入浴等の生活サービスを提供する。
②定  員

  ８名

（１）常に高齢者への尊敬の念を持ち、個人の尊厳に配慮したサービスの提供
      を行う。
（２）本人と家族の意向を尊重した介護計画（ケアプラン）を作成し、説明を
      行う。
（３）利用者一人一人の自己決定の機会を設けて、それに対応する。
（４）職員間での介護サービス情報の共有を行うとともに、報告・連絡・相談
      を徹底する。

（１）健康状態をチェックして、日々の変化を把握する。
・体温測定、脈拍測定、血圧測定、体重測定

１．サービスの概要、定員等

計保  険  者 男性 女性

10

7
3
0

23
豊  富  町

30

30幌　延　町

2名  寄  市
5

介護度３

2
8

介護度４介護度５

平均介護度

40計

13 10

介護度１介護度２

161 3

３．利用者の健康管理

２．基本的人権の保障と利用者の意思の尊重

平 均 年 齢　83.8歳 (62～102)

介護度
713

3.63
待機者 23



・早期発見、早期受診、早期治療
（２）嘱託医師による定期回診を実施する。

・町立診療所医師による毎週木曜日の回診の実施
（３）施設内における感染症と食中毒の予防対策を推進する。

・インフルエンザワクチンの接種
・肺炎球菌ワクチンの接種
・ノロウィルス等食中毒発生時の対応マニュアル研修の実施
・施設内感染予防対策委員会の設置
・食品の汚染防止

（１）インシデント及び事故報告の分析と情報共有
・報告書の整備と事故防止会議の開催
・誤薬事故防止の為のチェックの確実な実施
・適切な処置と緊急時の対応
・事故防止に対する意識の高揚
・サービス内容の点検と共有

（２）防災安全対策
・避難訓練の実施　　  年２回
・自然災害避難訓練　　年１回
・消防用設備点検　　  年２回

（３）衛生管理対策
・施設内外の清掃の徹底
・施設設備及び食品取扱並びに給水、汚物処理設備の点検
・居室の清掃・消毒・防臭
・地下タンク漏洩検査等

（１）職員研修の充実
・年間研修計画の策定
・職場内研修の開催
・各老施協研修、道社協研修等の活用
・研修後の報告

（２）専門資格取得の費用の助成
・介護福祉士、社会福祉主事、介護支援専門員、社会福祉士等

（３）資格取得のための研修受講に対する義務免除

（１）日常生活動作能力（ＡＤＬ）の維持・向上
・食事、洗面、排泄等残存能力の維持・向上

４．安全・衛生管理

５．職員の資質向上と人材育成の促進

６．処遇・ケアの充実



・離床の促進（昼夜逆転防止）
（２）日中活動の充実

・お楽しみ会やレクリェーション大会の実施
・外出行事の実施

・パソコンによる情報管理の充実
・業務内容の改善

・行事の案内と家族の方限定の利用者の方の最新情報の提供
・地域の方への施設情報の発信

  特養４０床短期８床となった通常規模単価での経営と、２４年度からの
          経営報酬の改定により施設の経営はさらに厳しくなりました。この厳しい
          経営状況は近隣の５０床の施設でも同様で、増床で経営を改善することも
          また、厳しい状況にあります。収支バランスの悪化は、幌延町による補助

を依頼するところまで来ており、幌延町からも将来的に補助して頂ける同
意を得ていますが、今後も引続き、利用者中心のサービスの提供と経費の
節減を行っていきます。

・専門機関との連携
  福祉調整会議

・看取り介護の実施
・家族交流の促進
  外出・外泊の推奨

・地域との交流・触れ合い
  ボランティア活動の推進
  体験学習の積極的受け入れ

・楽しい食事の提供
  衛生的で安全な食事の提供
  栄養や健康面に配慮した、食べやすい食事・喜ばれる食事の提供

・給食会議
・こざくら運営会議
・職員全体会議
・ケアカンファレンス
・係会議
・事故防止会議
・ケースカンファレンス
・身体拘束改善委員会
・感染対策委員会
・入居判定委員会

１１．各種会議等の開催

９．経営状況への対応

１０．その他

８．ホームページによる家族や地域への情報提供

７．記録と情報の共有化



  ２５年度のデイサービスは、小規模型に戻ったものの利用者の方の転居や逝去等

が重なり、結果的に介護報酬の減少につながりました。２６年度はより多くの利用

者に当事業所を利用して頂けるように、引続き魅力あるサービスの提供に努めてい

きます。また、２７年度からは、現在利用されている「要支援１と２」の利用者が

介護サービスから外れる可能性が高くなったため、新たな取組みを模索していかな

ければならないと考えています。

①概  要

    介護保険制度で「要支援1か2、要介護1～5」の認定を受けて家庭で暮

  らしている方を対象とし、利用者の身体・精神機能の維持と向上、また

  生活の質を高めるとともに、家族の精神的・身体的負担を軽減するため

  に施設に通ってもらい介護サービスを提供する。

②定  員

２０名（月～金曜日）

　ケアプランに基づいた適正な通所介護計画を作成し、利用者及び家族の

意向と状況把握に努め、全ての利用者がより良い在宅生活を継続できるよ

う支援します。

（１）日常動作訓練

  利用者個人の有する能力・可能性を尊重し、一人一人の個別性を尊重し

た自立支援を目指しサービス提供を行います。

・移動～歩行の見守り、適切な歩行器具の紹介、車椅子操作の指導及び介助

・排泄～トイレ動作の訓練、見守り、介助、声かけ誘導

・その他必要な身体の介護

（２）アクティビティ

・レクリェーション、創作、行事等活動

（３）集団リハビリテーション

  利用者が希望する場合、入浴サービスを実施する。入浴にあたっては、

利用者の前回の入浴後の状況、血圧の平常値、疲労感等健康状態をチェッ

クし、入浴に差し支えないか判断する。なお、判断においては、本人の意

思の確認、家族の同意を得ることも考慮する。

Ⅳ．デイサービスセンター運営計画

１．サービスの概要、定員等

２．通所介護計画に基づくサービス提供

３．機能訓練

４．入  浴



・一般浴、リフト浴

・入浴に係るその他の介護

衣類着脱、身体の清拭、洗髪・洗身、浴室内外の移動、浴槽の出入り等

  利用者個人の心身状態及び地理的状況等を考慮した送迎車両・送迎ルー

トを設定し、無理のない送迎サービスを提供します。また、安全第一を念

頭に置いた走行、及び車両の定期的な点検・整備を行い利用者の安全確保

に細心の注意を払うとともに、車両内外の清掃を徹底し、利用者が快適に

乗車できるよう努めます。

  利用者個人の状態及び嗜好を把握し調理形態の検討を行い、栄養面・食

事制限等に配慮しながらも、利用者が食に喜びを感じられるような食事サ

ービスを提供します。なによりおいしく、楽しく召し上がっていただくこ

とを基本に援助を行います。

・食事介助（食事状況の見守り）

・嚥下状態及び食事摂取量の観察

・嚥下体操による嚥下訓練

  利用者の健康状態を観察・把握し健康管理及び健康指導に努め、異常の

早期発見・早期対応に努めます。緊急時は家族及び主治医との連携による

迅速かつ最善の対応に努めます。また、感染症予防のための適切な対応及

び対策の徹底を図ります。

（１）健康チェック

  顔色・表情・言動などの変化を注意深く観察し、その日の入浴や活動に

差し支えないか判断する。

・体温、脈拍、血圧測定、状態観察

（２）健康相談

  利用者と日頃から積極的にコミニュケーションを図り状態把握に努め、

観察経過を明らかにしておく。

  暖かい時期には、散歩等進んで戸外に出かけ、行動範囲を広げられるよ

う取り組むとともに、季節にあった行事を積極的に実施する。

  浴室の清掃の徹底と検査

・デイサービス循環式浴槽の配管洗浄とレジオネラ検査

８．年間行事

９．衛生管理

５．送  迎

６．給  食

７．健康状態の確認



  ２５年度の居宅介護支援事業は、契約者数が前年度よりも減少しました。デイサ

ービスでも述べたように、利用者の方の転居や逝去等が重なったことがその原因と

なっています。ただし、町内には独居や夫婦二人で生活されている高齢者世帯が多

いことから、今後も介護サービスを利用する方が増えていくことが考えられます。

２６年度についても、引続き利用者の方々が居宅において、日常生活を営むために

必要な居宅サービスが適切にうけられるよう、居宅サービス計画（ケアプラン）を

作成し、利用者の皆様や、ご家族の皆様が満足していただけるよう、サービス提供

事業者との連絡調整等を行なっていきます。

①概  要

    介護保険制度で「要介護1～5」の認定を受けて家庭で暮らしている方

  を対象とし、介護度に合わせた、利用可能なサービス等の紹介やサービ

  ス間の調整､各種申請の代行､各支援サービスにかかる費用の計算や請求

  等を､ご利用者やご家族の代わりに行います。

②契約者定員

３５名

  介護支援専門員は、利用者の希望とアセスメントの結果による専門的見

地にもとづき、家族の希望と地域のサービス提供体制をふまえ、居宅サー

ビス計画の原案を作成します。原案には、利用者・家族の生活に対する意

向、総合的な援助の方針や生活全般の解決すべき課題を記載し、サービス

提供により利用者が到達しようとする長期的・短期的な目標と達成時期を

明確に盛り込みます。

（１）課題分析の実施

  利用者の日常生活上の能力、すでに受けているサービス、介護者の状況

等の環境等の評価を通じて問題点を明らかにし、自立した日常生活を営む

ことができるように支援するうえで解決すべき課題を、適切な方法で把握

する。

  解決すべき課題の把握（アセスメント）に当たっては、利用者の居宅を

訪問し、利用者・家族に面接して行う。

（２）居宅サービス計画原案の作成

  利用者の希望・アセスメント結果に基づき、家族の希望・地域サービス

１．サービスの概要、定員等

２．居宅サービス計画の作成

３．介護サービス計画作成からサービス開始まで

Ⅴ．居宅介護支援事業所運営計画



の提供体制を勘案して、解決すべき課題に対応するための最も適切なサー

ビスの組み合わせを検討し、サービスの目標・達成時期、内容・利用料等

を記載して作成する。

（３）サービス担当者会議等による専門的意見の聴取

  原則として、サービス担当者会議により、利用者の状況等に関する情報

を担当者と共有するとともに、居宅サービス計画原案について専門的見地

からの意見をもとめる。（やむを得ない理由がある場合は、照会等によっ

て意見をもとめる）

（４）居宅サービス計画の説明および同意

  原案での各サービスの保険対象・対象外を区分したうえで、内容を利用

者・家族に説明し、文書により利用者の同意を得る。

（５）居宅サービス計画

  同意を得た居宅サービス計画を利用者・担当者に交付する。（担当者に

対しては、計画の趣旨・内容を説明する）

（６）実施状況の把握

  計画の実施状況の把握（利用者についての継続的なｱｾｽﾒﾝﾄを含む）を行

い、必要に応じて計画の変更や事業者等との連絡調整等を行う。

  実施状況の把握（モニタリング）に当たっては、利用者・家族や事業者

等との連絡を継続的に行う。利用者側に特に事情のない限り、少なくとも

月１回は利用者の居宅を訪問して面接するとともに、１月に１回はモニタ

リングの結果を記録する。

（７）計画の変更についての専門的意見の聴取

  更新認定や変更認定の場合、原則としてサービス担当者会議により計画

変更の必要性について専門的見地からの意見をもとめる。（やむを得ない

理由がある場合は照会等により意見をもとめる）

（８）居宅サービス計画の変更

  変更に当たっても、作成時と同様の一連の業務を行う。



平成２６年度　行事・業務予定表
デ　　　　　イ 居宅介護支援事業

行事予定 看護予定 行事・看護予定 業務予定
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 ・毎月実施 各車輌点検整備

体重測定 体重測定 居宅訪問 こざくら運営会議 ナースコール点検
日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 給食会議 洗車（随時）

季節の野鳥見学 職員全体会議
(町内近隣ﾄﾞﾗｲﾌﾞ) ケア会議

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 事故防止会議 各車輌点検整備
ショッピング(外出) 体重測定 体重測定 居宅訪問 福祉調整会議

日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録
お花見（乙和園） ・毎月２回実施

ケース会議
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 各車輌点検整備
施設内ﾚｸﾚｰｼｮﾝ大会 体重測定 体重測定 居宅訪問 ・随時開催 ガラス清掃

日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 係会議 洗車（随時）
施設内ﾚｸﾚｰｼｮﾝ大会 施設内ﾚｸﾚｰｼｮﾝ大会 感染対策委員会

運動会練習見学/幌小 身体拘束改善委員会
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 （４月、７月、 各車輌点検整備
昼食会(外食) 体重測定 体重測定 居宅訪問      １０月、３月）ナースコール点検

日光浴促進 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 避難訓練 消防用設備点検
日常動作訓練 天塩町祭典見学 （５月、９月、
健康診断 防火パレード見学           １０月）

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 各車輌点検整備
夏まつり 体重測定 体重測定 居宅訪問 洗車（随時）
名林公園祭り見学 日光浴促進 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録

日常動作訓練 屋外昼食会(炭火焼)
町外昼食会(天塩)

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 職員健康診断 各車輌点検整備
長寿祭り(町主催) 体重測定 体重測定 居宅訪問
敬老会 日光浴促進 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録

日常動作訓練 敬老会(ピザ作り)
米寿記念撮影会

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 避難訓練 各車輌点検整備
お楽しみ会 体重測定 体重測定 居宅訪問 身体拘束改善委員会 ナースコール点検

健康診断 紅葉見学･誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 洗車（随時）
日常動作訓練 お楽しみ会

学芸会練習見学/幌小
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 職員インフルエンザ 各車輌点検整備
お楽しみ会 体重測定 体重測定 居宅訪問          予防接種 荘内ワックス掛け

インフルエンザ予防接種 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録
日常動作訓練 幌延小学校慰問

(低学年）
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 各車輌点検整備
餅つき忘年会 体重測定 体重測定 居宅訪問 洗車（随時）
クリスマス会 日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 荘内ワックス掛け
お楽しみ会 中央保育所慰問 大掃除

餅つき･ゆず湯週間
誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 各車輌点検整備
新年会 体重測定 体重測定 居宅訪問 ナースコール点検
お楽しみ会 日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録 消防用設備点検

新年会
お楽しみ会

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 各車輌点検整備
節分 体重測定 体重測定 居宅訪問

日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録
節分

誕生会(夕食時) バイタルチェック バイタルチェック ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 職員健康診断 各車輌点検整備
お楽しみ会 体重測定 体重測定 居宅訪問 身体拘束改善委員会

日常動作訓練 誕生会 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果記録
桃の節句
お楽しみ会

５月

月 特　養　・　短　期　入　所 職員関連予定 施設管理予定

４月

１２月

１月

２月

３月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月



平成２６年４月１日現在

事務局長 事務局員

栄養士 事務員 生活相談員 看護師 生活相談員

介護支援専門員
調理員 清掃員 看護師

主任介護員 特別養護老人ホーム
利用定員  ４０名 介護員

副主任介護員
短期入所生活介護事業
利用定員    ８名

車輌整備・機械設備 デイサービス
利用定員  ２０名

介護員 介護員 介護員

短期調整グループ 施設調整グループ 庶務調整グループ

契約定員  ３５名

居宅ｻｰﾋﾞｽ係
係長　岸　　　　　望

 居宅介護
    支援事業
管理者 千　葉　未　絵

法 人 本 部 事 務 局
副 施 設 長
佐　藤　寿　史

総　務　係
係長　橋　本　俊　巳

施設ｻｰﾋﾞｽ係
係長　谷　藤　一　範

常務理事
小　西　　　均

北  星  園

施　設  長
澤　向　和　哉

嘱　託　医
浦　山　　　淳

平成26年度 社会福祉法人 幌延福祉会 こざくら荘 機構図
理　事　会

監　　事

理 事 長
山  本  昭  博評 議 員 理　　事
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